




・業務システム導入に伴い以下のことが減益要因
▶導入初期費用の増加。
▶業務処理の不慣れによる残業代の増加。
▶売上総利益の減少についても業務システムの変更に伴い仕入原価の増加（誤

発注や単価交渉の遅れなど）

上記によって粗利益、営業利益、経常利益が減少となった



【営業利益増加の主な要因】
前年同期と比較し、営業利益は469百万円減少。

主な要因は次のとおり
▶売上高の増加により粗利益の微増52百万円。
▶新システムの導入により、初期費用増加（償却を含み）153百万円。
▶粗利率1.0ポイントの減少310百万円。
▶販管費の増加58百万円（システム刷新導入による残業代の増加）。





主な増減は
「現金及び預金」 1,037百万円減少
「受取手形・完成工事未収入金等」 1,505百万円増加

季節的な増減によるもので特筆すべきことではない。



▶同業他社や住宅機器メーカー等の3月期決算は住宅市場の急激な冷え込みによ
り苦戦している状況のなか当社の売上は前年同期比103％程度の伸びとなって
いる。要因としては数年継続してきた重点課題の売上伸長活動が功を奏してきて
いる状況である。様々なを商材を工事付きで取り扱うことが成果を表してきた。

▶既存の技能工が減っている状況でサイディング工事には多くのベトナム人実習
生が関わり活躍している。それにより前年同期を上回ることができている。
（2018/5月現在：ベトナム人実習生34名）

今後も十分能力を発揮してもらえるようベトナム人実習生の活用の方法を検討
している



【マリスト】
順調に推移してきていると実感している。

【アルティス】
浴槽単体から、浴室全体を提案するよう変更してきているが苦戦している。

【ＺＥＨ・ゼロエネ・認定住宅】
新しく始めた課題であるが、2020年以降義務化されていくなかで今から取り組
むことが必要と感じている。

【新規顧客開拓】
売上金額としてはまだまだ課題があるが、件数については順調に推移している。



業績予想は期初から据え置いている

業務システム変更に伴う課題や物流費用・産業廃棄物処理費用の高騰に対応すべ
く課題や問題に取り組んでいく





「アベルコ」「インテルグロー」については住宅市場が冷え込み始めていること
を受け苦戦すると想定している。

「温調技研」
空調・給排水衛生設備工事等のビルリニューアル工事は工程管理、原価管理の徹
底により粗利益率は増加できる。
経験・ノウハウ・品質が高評価をいただき受注は好調。


















